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西日本旅客鉄道株式会社（本社：大阪府大阪市、代表取締役社長：長谷川一明）は、2024

年 10 月にデジタル庁が公募いたしました、「文教の分野におけるマイナンバーカードを
活用した実証実験＜学割利用時本人確認＞」の推進事業者として採択されました。 
当社がサービス展開し、KANSAI MaaS で導入いただく等、まちのＩＤ基盤として広がる
「Mobility Auth Bridge」を活用し、2024 年度中に国立情報学研究所（東京都千代田区、
所長：黒橋禎夫）と連携し技術実証を実施いたします。 
将来的には JR 西日本グループ共通 ID である WESTER ID への実装を含め、文教の分野

におけるマイナンバーカードを活用した学生割引本人確認の社会実装を、学生割引のニー
ズが大きい交通事業者である当社が先導することにより、様々なシーンで安全、安心で、
信頼できる一人ひとりに寄り添ったサービスを通じた便利で豊かな暮らしの実現をめざ
します。 

 
【Mobility Auth Bridge（MAB）について】 
利用者が同意すれば、1 つの ID で MAB に参画する自治体や企業のさまざまなサービ

スをご利用いただけるセキュアな ID サービスです。 
地域のインフラを支える JR 西日本が、NTT コミュニケーションズ株式会社（本社：東

京都千代田区、代表取締役社長：小島克重）の支援を受け、国内鉄道事業者として初めて、
デジタル社会に必要なインフラ基盤をアズ・ア・サービス化したものです。 
ユーザーファーストの思想を念頭に利用者が一つの ID で、どこでも、さまざまな利用

サービスを選択することによって、移動・暮らしがより便利でおトクになります。 
また、導入する自治体や企業は、MAB の利用によりデジタルサービスの個客データ収

集・利活用ができることから、データインフォームドによる新たな価値の創出による地域
への貢献が可能となります。  

 

 

マイナンバーカードを活用した学生割引本人確認の 

社会実装の推進事業者として採択されました 

 

今回ご案内の取り組みは、SDGsの 17 のゴールのうち、特に 3番、9番、11番、17番に貢

献するものと考えています。 


